
名古屋市立上社中学校 

令和７年３月２４日(月) 第１１号

学校教育努力点「自分事として活動する生徒の育成」 
～５つの視点「か･み･や･し･ろ」の育成を通して～ 

 
 
 
 
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４０回卒業式と留別式 

 ３月７日（金）に第４０回卒業式を挙行いたしました。３年生６４名にとっては中学

校を卒業するだけでなく、義務教育の９年間を終えることになりました。それぞれの進

路は一人一人異なります。自分自身だけではなく家族と相談し、支えられ、応援されな

がら自分の進路を決定することができました。義務教育の全課程を修了し、社会へと羽

ばたいていった卒業生６４名の今後の活躍を楽しみにしています。 

卒業式に先だって、３月３日（月）に生徒会主催の留別式が開催されました。卒業し

ていく３年生のために、涙あり笑いありの工夫を凝らした企画が発表されました。また、

体育館には２年生による心のこもった装飾が施され、１年生からは３年生へ手作りのコ

サージュが手渡されました。３年生からは最高の合唱が披露されました。３年生が退場

する際は、１・２年生が廊下に花道を作り、感謝の気持ちを表していました。留別式の

様子の写真を下に載せさせていただきました。 

 

 

 

 

 

新年度に向けて 

 本日、令和６年度の修了式を執り行いました。修了式では、各学年の代表者が校長よ

り修了証を受け取りました。 

１年生、２年生それぞれ、１年前と比べると大きく成長しました。生徒たちはこの１

年間で、できるようになったことがたくさんあります。また、課題が見付かった人もい

ると思います。明日からの春休みはこの１年を振り返る大切な期間になります。本日お

配りした学年末の通知表には、この１年間のトータルの評価が載っています。１年間を

通して見ていくと、自分の得意な部分、苦手な部分が浮かび上がってくると思います。

この振り返りが「自己理解」へとつながっていきます。「自己理解」は現状を見つめる

ことが大切です。苦手なことだけに目がいってしまうと、苦しい気持ちが増えてしまい

ます。自分の「今」を知り、「明日」を考えていくことが大切です。この春休みを有意義

に使い、自分自身について見つめ直す時間にしてみてはどうでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 

 

 

教科書・教材の継続使用について 

 今年度使用した教科書や資料集、ワークなどで、来年度も引き続き授業で使用するものが

あります。以下の表の教科書および教材については、処分しないよう、お子様に伝えております。 

 １年生 ２年生 
国語 国語便覧、書写の教科書、すらすら基本文法 

社会 教科書 地理・歴史、地図帳、資料カラー歴史 
教科書 歴史、社会の自主学習歴史２・３、 

地図帳、資料カラー歴史 

数学  

理科 理科便覧 

音楽 
コーラスフェスティバル、アルトリコーダー、 

中学生の器楽 

コーラスフェスティバル、アルトリコーダー、 

中学生の器楽、教科書 音楽２･３下 

美術 教科書 美術１･２･３上下、資料集、アクリル絵の具 

保健
体育 

新版 中学校保健体育、アクティブ 中学校体育実技 

技術
家庭 

教科書 新しい技術・家庭 

英語  

令和７年度始業式ついて 

令和７年度始業式は、４月７日（月）に行います。朝８：１０に西門を解錠します。８：１５に体育
館下の特別教室東側に新学級を掲示します。着任職員の紹介後、始業式を行います。式
後は教科書を配付しますので、教科書が入る鞄をお子様に持たせてください。学活後は、
新２年生、新３年生全員で入学式の準備を行います。下校時間は 11:00 ごろを予定し
ています。 

離任する教職員 

本日の修了式後に、今年度で本校を去られる教職員の紹介を行いました。本校の教育

活動にご尽力いただきありがとうございました。離任される方々のますますのご活躍を

心より願っております。 

   

   

令和７年度前期生徒会役員選挙 

３月１７日（月）に令和７年度前期生徒会役員選挙が行われました。今回は各役職に

定員通りの立候補者数だったので信任投票になりました。立会演説会では推薦責任者が

立候補者の候補者としてふさわしい点を、立候補者が自分の思いをそれぞれしっかりと

話していました。生徒たちも一人一人の演説を真剣な顔で聞いていました。 

生徒会役員選挙は自分たちの学校を変えていく大切な方法の一つです。上社中学校が

生徒にも保護者にも教職員にも過ごしやすい学校になるために、選挙を通して自律的な

学校づくりをしていくという心構えが大切だと感じてくれたと思います。 


